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活性炭やシリカゲル、ゼオライトに代表されるナノ空間材料は、吸着分離、触媒といっ

た用途を目的として古くから研究がなされてきており、我々の身近でも利用されている．

しかしながら、環境・エネルギー分野では「ターゲット分子を効率的に低コストで分離・貯

蔵・変換」するための従来の多孔性材料に代わる材料開発が急務となっている．本講演

では、家庭用燃料電池(エネファーム)向け脱硫剤の開発を例に、MOF を用いた希薄有

機硫黄分子の選択的吸着や層状シリケートの新しい機能化方法に関して紹介する． 
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問合せ先： 触媒科学研究所・鳥屋尾 隆 助教（toyao@cat.hokudai.ac.jp・011-706-9165） 


